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特集1　神奈川県事業引継ぎ支援センター
特集２　設備貸与
海外進出支援事例 ～神奈川インダストリアルパーク
テクノトランスファーinかわさき2017 来場者募集
受・発注商談会(川崎会場)／７月の巡回あっせん相談
平成29年度ＦＳセミナー／
わたしたちＫＩＰです〈Vol.1〉経営総合相談課
第18回 湘南ビジネスコンテスト／
ロボット体験施設をご活用ください
海外駐在員事務所のご案内／がんばる中小企業発信事業
かながわ中小企業モデル工場指定制度
神奈川県中小企業制度融資／
生涯現役のための職業生活設計セミナー
ワーク・ライフ・バランストップセミナー／
平成29年度職業訓練指導員試験／かながわリサイクル製品
神奈川県ものづくり技術交流会
KIPイベント情報６月～７月

[事業内容]空気調和設備機器の製造販売
[本社所在地]横浜市旭区今宿東町
[設立]1968年
[従業員数]10名

表紙の人

エアコンスター 株式会社

代表取締役 南條 大輔氏（右）
(p.4-5「KIP設備貸与」)
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特集1　神奈川県事業引継ぎ支援センター

●経営の「見える化」
「プレ承継」対策テスト

□ 問1　経営の状況と課題を把握してこれからの経営方針を定めている。
□ 問2　税理士などの専門家や金融機関などから財務諸表に基づいた経営上のアドバイスを受けている。
□ 問3　「中小会計要領」など会計制度を活用している。
□ 問4　ローカルベンチマークなどの経営分析ツールを使ったことがある。
□ 問5　会社の持つ知的財産を列挙したり、価値を考えたことがある。

計　　　点 ／ 50点
A

※30点以下の場合は、P3の「事業承継に向けたステップ」を開始しましょう。

事業承継を実施する準備「プレ承継」で経営者が取り組むべき具体的なアクションについて実施状況を採点します。　各問10点。　合計80点以上を目指しましょう。

事業承継に向けた
準備はOK?

事業承継は早期かつ計画的な準備を！！
社長は〝なる〟より〝譲る〟が難しい？

○親族あるいは役員・従業員に承継していくに

は、育成期間として5年から10年は必要と言わ

れています。

○円滑な事業承継のためには、人、資産（物・金）

に加え、目に見えにくい経営資源（経営理念や

信用、人脈、顧客情報といった知的財産）の承継
が必要です。

○経営全体の承継は、計画的かつ着実に。

事業引継ぎ支援センターでは、後継者不在の中小企業・
小規模事業者だけでなく、親族内や役員・従業員承継に関
する幅広い相談にも、各支援機関と連携して誠意をもっ
て対応しています。

　今年の3月末までに288件の相談があり、M&A等の成約
は7件となりました。相談者の内訳としては、自社の譲渡（引
継ぎ先）を検討している事業者が全体の4割を占め、譲渡希
望企業の76％が、経営者の年齢が66歳以上となっています。
　中小企業経営者の引退年齢は企業の規模や状況にもよ
りますが、平均では67歳から70歳程度であることを考慮す
ると、早期に事業承継に向けて取り組む必要があります。

県内企業のお悩みは…（平成28年度までのご相談内容より）

神奈川県事業引継ぎ支援センター 
統括責任者 神谷慎一

譲渡を希望する経営者の年齢

66歳〜70歳

41％

61歳〜65歳

12％

70歳超

35％

60歳以下

12％

相談内容（288件）

譲渡希望
（売り）
42％譲受希望（買い）

38％

親族内承継

10％

その他

6％

従業員・
役員承継

4％

　「事業承継」は、経営者のアクションから始まります。KIP（公益財団法人神奈川産業振興センター）は、後
継者不在等で課題を抱える中小企業・小規模事業者の皆さまの身近な相談相手となるため、平成27年9月に

「神奈川県事業引継ぎ支援センター（国のM&A支援機関）」を開設し、平成28年12月には「神奈川県後継者
バンク」を設置しました。経営者の皆さま、廃業回避に向け、ＫＩＰをぜひご活用ください。

●神奈川県事業引継ぎ支援センター　TEL 045（633）5061
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特集1　神奈川県事業引継ぎ支援センター

●会社の「磨き上げ」
□ 問1　過度な負債の解消、事業に不必要な資産の処分など経営のスリム化を進めている。
□ 問2　税金対策に偏らず、金融機関や取引先など第三者からみた企業価値を意識した経営体質の健全化を進めている。
□ 問3　事業の品質向上、コストダウンなど競争力向上を進めている。
□ 問4　事業上のトラブル、訴訟問題などの解消を進めている。
□ 問5　業務が効率よく流れるように組織体制の整備を行っている。

B

A+B

計　　　点 ／ 50点

合計　　点 ／ 100点

事業承継を実施する準備「プレ承継」で経営者が取り組むべき具体的なアクションについて実施状況を採点します。　各問10点。　合計80点以上を目指しましょう。

※30点以下の場合は、上記の「事業承継に向けたステップ」を開始しましょう。

事業承継は早期かつ計画的な準備を！！

「神奈川県事業引継ぎ支援センター」では、事業承継に関する幅広い相談やＭ＆Ａのマッチング支援を
行っています。公平・誠実、守秘義務厳守、相談は無料です。何なりとお申し付けください。

※「経営者のための事業承継マニュアル」（中小企業庁）を加工して作成

※「経営者のための事業承継マニュアル」（中小企業庁）を加工して作成

　「日々の経営で忙しい」「何から着
手すればよいか分からない」「誰に
相談してよいか分からない」…事業
承継への着手を先送りにしてしまっ
たことで、事業の継続は可能なのに
後継者を確保できず、廃業を選択せ
ざるを得ないケースがあります。一
方、準備を早めにスタートすること
で、会社の業績、市場の動向を踏ま
えてベストのタイミングで事業承継
を実行できたり、後継者の手腕、適
性をじっくり見極めたりすることも
できます。
　事業承継は早期に取り組み、次世
代の成長・発展につなげましょう。

事業価値を次世代へ
引き継ぐために
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3つのメリット
KIPの
設備貸与制度

特集2　設備貸与

　ＫＩＰでは、県内の小規模事業者や創業者の方々の設備投資を、低利の設備貸与制度[割賦販売・リース]で積
極的にサポートしています。平成29年4月3日付で貸与料率を一部改定し、「年1.3％～」から「年1.15％
～」に引き下げました。事業の活性化に設備投資をご検討の方は、ぜひお気軽にご相談ください。

設備貸与制度
より有利な条件でご利用いただけるようになりました！

貸与料率を0.15％引き下げ

割賦販売 リース
利率/月額
リース料率
（信用リス
クに応じて

決定）

年1.15％
年1.6％
年1.9％

（リース期間10年～３年）
0.971％～2.925％
0.991％～2.948％
1.005％～2.963％

返済期間 設備の法定耐用年数以内（３年～10年）

保証金・
元金据置

期間

①保証金なし・据置期間なし＊
②保証金5％・据置期間6ヵ月
③保証金10％・据置期間1年

（税込設備価格の5％・10％）
不　要

対象企業
・従業員数20名以下の製造業・建設業・運輸業の会社・個人
・従業員数5名以下の小売業・卸売業・サービス業の会社・個人
※サービス業のうち、宿泊業及び娯楽業については20人以下の会社・個人

・特定の条件を満たす従業員数50名以下の会社・個人

Ｑ：利用にあたり、保証協会の保証料が必要か？
Ａ：必要ではありません。金融機関の借り入れとは違います。

Ｑ：申込書の経営計画を立てた経験がない。アドバイスしてもら
えるか？
Ａ：アドバイスします。経営計画は設備導入にあたっては、とて
も重要ですので丁寧にご説明いたします。

Ｑ：財務状況が債務超過でも利用できるのか？
Ａ：利用は可能です。債務超過解消に向け、フォローアップ等を
一緒に取り組みます。但し、金融機関へのご返済が返済猶予等

（リスケ）となっている場合については、ご相談ください。

Ｑ：申し込みから貸与決定までの期間は平均でどのくらいか？
Ａ：1カ月半程度となります。なお、お急ぎの場合は調整が可能
な場合もありますので問い合わせください。

長期・低利・固定

1.15％～
（割　賦）

100万円～
ご利用可能

（最大1億円まで）

信用保証協会の
保証料不要

（金融機関の融資枠を使用
せず、設備導入が可能）

ご利用に関するQ&A

改定後の概要

お申し込みは、KIPホームページから「設備貸与申込書」をダウ
ンロードし、メールまたはFAXでお送りください。

E-Mail:shikin@kipc.or.jp　FAX 045（633）5064

●資金支援課　TEL 045（633）5066

＊据置期間とは、元金返済の据置期間をいいます
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特集2　設備貸与

オーダーメイド受注増へ 設備導入を決断

より有利な条件でご利用いただけるようになりました！

貸与料率を0.15％引き下げ

  技術の優位性を活かして
　1968年に創業。先代社長と、現社長
である南條社長（38）の祖父が「定風
量装置（CAV）」を共同開発し、実用化
に漕ぎつけた。その後、「可変風量装置

（VAV）」も開発し、定風量装置、可変
風量装置のパイオニアとして事業を展
開する。病院、学校、大型デパートの建
設ラッシュに乗じて事業の拡大に成
功。現在も、カタログ販売が主流のこ
の業界で、その技術力、開発力を背景
にオーダーメイドの製造を行う。VAV/
CAVに特化している企業は日本でも
４，５社しかないが、「他社ではできな
い、やらない小ロット、ニッチなところ
で事業拡大」という経営方針を礎に、
10人という少数精鋭で挑戦中だ。

  オンリーワンの対応力
　南條氏は高校を卒業後、父が経営す
る会社で板金加工の基礎を習得する。
2008年、31歳の若さで祖父にゆかり
のある当社を引き継いだ。「仕事は好き
なほうではなかった」（笑）と言い、新参
者で年若い社長にとっては事が思うよ
うに進まない時期もあったが、「やるか
らには、やらねば。必ず結果を出す」の
信念通り、この7年間でオーダーメイド
の対応力を強化してきた。近年は当社
のウリであるオーダーメイド製品に受
注が殺到。「他メーカーが10種類のと
ころを、うちは何100種類も用意でき
る」企業へと進化したのは、お客さまの
要望次第で、他社では手がけないよう
な加工に挑んできたからだ。

　工場が手狭となり、また生産性の向
上を図るため、メインバンクである地
元の信用金庫に資金の相談をする。
新たな工場用地の取得費がかさみ借
入金が増すことから、「設備は、保証協
会の保証料も掛からず、金融機関の借
入金の枠外となるＫＩＰ設備貸与制度
はどうか」とのアドバイスを受け検討。
オーダーメイドのオンリーワンになる
べく、板金加工向け設備のドライブベ
ンダーとベンディングロボット導入の
事業計画を立て、制度利用に至った。

  メンテナンスで稼ぐ
　社長の積極的な設備投資により、若
手従業員たちに責任感が高まってい
る。客先からの要望もあり、ロボット導
入により生まれた余剰人員は、収益性
の高いメンテナンス部門の拡充・強化
に回すことができた。「いい現場さんに
うちの商品が収まっている」との言葉
通り、公共物件や官公庁といった納品
先は、メンテナンスで長いお付き合い
が続く。
　「どんなに頑張ってもこの仕事は“濡
れ手に粟”の儲けは生み出さないし、そ
んなものは要らない。先代が残してく
れた技術で、これからも1台1台を大切
にしていきたいですね」。

定風量装置のパイオニア

〈企業概要〉空気調和設備機器の製造販売
代表取締役　南條 大輔
横浜市旭区今宿東町1577-5
TEL 045（959）1577
http://www.airconstar.co.jp

当 制 度 利 用 企 業 のご 紹 介次の成長のエンジンを創る！——

エアコンスター株式会社
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KIPからのご案内

《神奈川県内中小企業さまへの優遇措置》
①管理費1年分無料　
②一部有料代行サービスが無料など

　ダイニチ電子はポータブルDVDプレイヤーをはじめ、コ
ネクタ関連、電子機器等の製造・販売を行っている創業45
年目の企業です。
　ポータブルDVDプレイヤーについては、全国の家電量販
店約1,600店舗で取り扱いがあり、高い評価を得ています。
　これまで、製品の一部を海外の協力工場で生産してきま
したが、より顧客ニーズに即した生産体制とするため、今年
２月にベトナムでの生産を開始しました。製品の大半は日
本向けで、「自社工場での生産により、品質面にこだわりを
持ち、信頼とお客さまへのサービスを築いていきたい」と上
沢社長。今後は生産品目を増やし、生産効率を上げる意気
込みを見せています。

　多摩川電子は、㈱多摩川ホールディングスグループの一
員として、通信・放送用機器および部品並びに電子応用機
器の開発・設計・製造および販売を行っている創業49年目
の企業です。
　海外での部品調達を進める中で、さらなるコスト競争力
高めるため、海外の製造拠点を設けることにし、タイ・ラオ
ス・ミャンマー等と比較しながら、最終的にベトナム・ハノイ
に決定しました。
　操業から2年を経て昨年度末より、新たにベトナム工場内
に設計開発部門を設置し、これまで以上に迅速に顧客サー
ビスに対応できる体制を整えました。
　最近は受注も順調という現地代表の鈴木社長は、「工場
稼働も安定した。操業当初は現地調達先を探すのに苦労し
たが、200社近く訪問し開拓した結果、調達率もかなり上
がってきた」と手応えを感じています。

海外進出支援事例 神奈川インダストリアルパーク

　県では、県内中小企業の海外での生産拠点設置を支援するた
め、進出要望の高いベトナムにおいて、中小企業向け集合貸工場

「神奈川インダストリアルパーク」を設置し（※）、入居する県内企
業に対して県および関係機関等が進出の準備段階から操業後ま
で総合的に支援しています。
※第二タンロン工業団地が整備・運営する貸工場の一部を

「神奈川インダストリアルパーク」として活用

●国際課　TEL 045（633）5126

代表取締役 上沢 哲也 
本社：横浜市港北区菊名3-14-5　TEL 045（431）1414

代表取締役社長 小林 正憲
本社：綾瀬市上土棚中3-11-23　TEL 0467(76)2291

ダイニチ電子 株式会社
初の海外自社工場で当社主力製品のポータブルDVD
プレイヤーを生産！

株式会社 多摩川電子
２年目のベトナム工場で、新たに設計開発部門を設置！

KIP共催枠で出展した
ハノイの展示会

KIP共催枠で出展した
ハノイの展示会

工場内

工場内

「神奈川インダストリアルパーク」に入居する企業の中から2社をご紹介します。
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KIPからのご案内

見本市

第３０回先端技術見本市
テクノトランスファーinかわさき2017
７月１２日（水）～１４日（金） 来場者募集中！

　今年の本見本市は、118社・団体の出展者が、「新たな技術で創る未来」をテーマに、独創性・先進性に富んだ最新の
技術・製品や研究成果などを発信します。会期中は、自社の技術や製品をＰＲする出展者セミナー、産学連携を推進する
研究成果発表の技術シーズ提供セミナー、専門家による講演なども多数開催します。出展者との商談を会期前に予約
できる「事前商談予約」もご用意いたしました。多くの皆さまのご来場をお待ちしています。【入場無料】

●取引振興課　テクノトランスファーinかわさき事務局 TEL 045（633）5170

■ 開催概要
会　　期：7月12日（水）～14日（金）10：00～17：00
会　　場：かながわサイエンスパーク［KSP］
　　　　  イノベーションセンター西棟（川崎市高津区坂戸3-2-1）
開催規模：会場面積約1,000㎡
出展者数：118社・団体　小間数120小間
主　　催：公益財団法人神奈川産業振興センター、神奈川県、川崎市
協　　力：公益財団法人川崎市産業振興財団、川崎商工会議所、川崎市工

業団体連合会、川崎工業振興倶楽部、株式会社ケイエスピー

■ 併催行事　7階セミナー会場　聴講無料

入場事前登録、事前商談予約、併催行事のお申し込みは

公式サイト http://www.tech-kawasaki.jp/ttk2017/

昨年度の開会式

日　時 行　事　名 テ　ー　マ 講　　師 内　　容 定員

7/12
（水）

10:30
～

12:30
ナノテクノロジー
セミナー

ナノ・マイクロ技術を活
用した次世代デバイス
の開発

未定

ナノ・マイクロ技術を活用したものづくりにク
ローズアップし、これからのデバイス開発に
ついて、ご紹介します。
新川崎・創造のもりのナノテク研究機器の利
用開放についてもご案内します。

70

13:00
～

17:00
海外展開支援セミナー

中小企業の留学生採用
～外国人財を攻めの経
営の中核に～

株式会社ASIA Link
代表 小野 朋江 氏 ほか

外国人留学生の採用・活用のノウハウと、中
小企業の採用事例をご紹介します。 50

14:00
～

16:40
事業承継セミナー 株式会社のための事業

承継セミナー
有限責任監査法人トーマツ
斎藤 毅文 氏

事業を次世代へ円滑に承継するために、財産
としての株式の承継にとどまらず、経営の承
継についてもご紹介します。

35

14:00
～

15:00
ものづくりセミナー

製造業のための売上向
上ポイントとよろず支
援拠点の活用方法

よろず支援拠点コーディネー
ター 坪田 誠治 氏

ものづくりの技術やノウハウを売上に繋げる
ためには、マーケティングや販路開拓が必要
です。よろず支援拠点の支援事例を交えて
ご紹介します。

35

15:00
～

16:30

平成２９年度「低ＣＯ２川崎
ブランド」「川崎メカニズ
ム認証制度」募集説明会

ライフサイクル全体で
ＣＯ２削減に貢献する製
品等の募集について

低ＣＯ２川崎ブランド等推進協議
会（川崎市環境局地球環境推進
室）

ＣＯ２削減に貢献する川崎発のものづくり・
サービスを応援する２つの事業の内容や申
請の流れなどをご紹介します。

65

7/13
（木）

13:30
～

14:30
コンテンツ活用セミナー
2017

動画を活用したインフ
ルエンサーマーケティ
ングの成功事例

THECOO株式会社
代表 平良 真人 氏

企業PRやマーケティングなどに動画を活用
することは大変有効です。当セミナーでは動
画の効果的な活用方法等をご紹介します。

35

14:00
～

15:30
オープンイノベーション
セミナー

㈱ＭＴＧが求めるウェル
ネス・ビューティー関連
の技術ニーズの紹介

株式会社ＭＴＧ インキュベー
ション推進室
成田 高世 氏

美容と健康をテーマに魅力ある商品を提供
し続けている㈱ＭＴＧ。同社が求めるウェル
ネス・ビューティー関連の技術ニーズをご紹
介します。

65

15:00
～

16:00
かわさきデザイン
フォーラム

現場に“気付き”と利益
を産み出すデザイン活
用術

MASAMI DESIGN co.ltd.　
代表取締役 クリエイティブディ
レクター、アートディレクター、
デザイナー 髙橋 正実 氏

企業とデザイナーが協業するメリットや上手
なデザイン活用方法など、事例を交えてご
紹介します。

35

7/14
（金）

9:00
～

12:00
日本弁理士会（関東支部）
主催「知的財産セミナー」

中小企業支援のための
知的財産セミナー

日本弁理士会 関東支部 神奈川
委員会委員

日本弁理士会所属の弁理士を講師に迎え、
知的財産に関するトピックスをご紹介します。 70

13:00
～

17:00
かわさき知的財産
シンポジウム

中小企業と大企業等に
よるオープン型の知的
財産交流会

（五十音順）イトーキ、荏原製作
所、日産自動車、日新製鋼、ＮＥＤ
Ｏ、富士ゼロックスほか

大企業の開放特許を紹介し、中小企業との
個別マッチングを行います。 60
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KIPからのご案内

新規取引開拓
　

受・発注商談会（川崎会場）
9月27日（水） 受付開始 9：30～
　KIPでは、ものづくり企業を対象とした受・発注取引促進の一環として、発注企業と受注
企業が一堂に会し、個別商談により新規取引先の開拓や情報収集を行う商談会を開催しま
す。新たな取引先を開拓し、事業拡大を図りたいとお考えの皆さま、ぜひご参加ください。

●取引振興課 TEL 045（633）5067

■会　　場

■アクセス

■参加費用
■募　　集
■申込期間

■申込方法

川崎市産業振興会館
（川崎市幸区堀川町66-20）
JR川崎駅徒歩8分 または、
京浜急行京急川崎駅徒歩7分
無料 ただし、県外受注企業は5,000円（税込）
受注企業：約260社　発注企業：約60社
発注企業：6月13日（火）～7月14日（金）
受注企業：7月24日（月）～8月18日（金）
KIPのホームページから
http://www.kipc.or.jp/

■商談方法

■主　　催

■後　　援

商談希望企業との対面式（約15分間）
（事前マッチング方式）
（公財）神奈川産業振興センター、（公
財）川崎市産業振興財団、川崎市、川崎
商工会議所、川崎信用金庫、（社）横浜
市工業会連合会、横浜市
川崎市工業団体連合会 、かながわ中小
企業支援プラットフォーム、神奈川県信
用保証協会、川崎市信用保証協会、横
浜市信用保証協会

新たな取引先をご紹介します！
7月の巡回あっせん相談
　KIPでは、県内中小企業者等の皆さまの安定的な取引の確保・拡大を図るため、各地区
で受・発注取引のあっせん相談を行っています。あっせん相談は、県内7地区の商工会議
所等とKIPの川崎・相模原両駐在事務所でも実施しています。新たな販路開拓をお考えの
皆さま、お近くの会場をご利用ください。

開 催 場 所 日　時
藤沢商工会議所 4日（火） 13:00 ～ 16:00
小田原箱根商工会議所 12日（水） 13:30 ～ 16:00
横須賀三浦地域県政総合センター 13日（木）

13:00 ～ 16:00
秦野商工会議所 14日（金）
茅ヶ崎商工会議所 18日（火） ※3
大和商工会議所 18日（火）
平塚商工会議所 19日（水） 13:30 ～ 16:00
川崎駐在事務所 ※ 1 毎週木曜日

13:00 ～ 16:00
相模原駐在事務所 ※ 2 12日、26日（水）

※1 川崎市産業振興会館 6F
　　「（公財）川崎市産業振興財団」内
※2 相模原商工会議所商工会館 3F
　　「相模原商工会議所」内
※3 休日のため、翌日開催

●取引振興課 TEL 045（633）5067

取引相談会

スケジュール（予定）
内容
商談スケジュール表送付
商談会開催

日付
9月中旬
9月27日（水）
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KIPからのご案内

参加者募集

平成29年度ＦＳセミナー
～海外ビジネスを計画する企業が押さえておくべきポイント～
　海外ビジネスを成功させるためには、業種やビジネスの規模を問わず、適切な事前の
リサーチや準備が不可欠です。KIPではそのために必要な「実現可能性調査（Feasibility 
Study：FS）」の作成方法と、関連事項を全6回（予定）のセミナーで解説します。

●国際課 TEL 045(633)5126

〈第3回以降の予定〉時間はいずれも13:30～17:00（予定）
第3回【発展編】
第4回【発展編】

開催概要
日　時　〈第1回〉6月20日（火） 〈第2回〉6月27日（火）いずれも13:30～17:00
会　場　神奈川中小企業センタービル
内　容　【基本編】〈第1回〉FSの概要と必要性 〈第2回〉FSの作成方法
対　象　海外ビジネスに関心がある神奈川県内の中小企業、または個人の
　　　　方で原則【基本編】に参加できる方〈定員約20名〉
参加費　2,000円（2回分）※ 第1回のセミナー受講前に全額ご入金ください
講　師　選定中
申　込　6月16日（金）までに参加申込書(KIPのホームページからダウンロード可)を
　　　　FAXまたはメールでお申し込みください。詳細は折り返しお知らせします。
　　　　FAX 045(633)5064　E-Mail：kokusai@kipc.or.jp

わたしたち
KIPです
〈Vol.1〉

経営総合相談課

TEL 045(633)5200　E-mail：soudan@kipc.or.jp

どんなこ
とでもお

気軽に

お問い合
わせくだ

さい

内容が決定次第お知らせいたします

　中小企業の皆さまが抱える経営上のさまざまな課題や、創業・新規事業に関する悩みな
どについて、中小企業診断士、社会保険労務士、税理士、弁護士などの専門家や当センター
職員が無料で相談・助言を行っています。来所による面談のほか、電話、Eメールによる相談
もお受けしていますので、お気軽にご利用ください。

無料のワンストップ相談窓口です
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地域支援からのご案内

　藤沢市・茅ヶ崎市・寒川町に拠点を置く（予定含む）、「創業」や「新事業」のビジネスプランを大募
集！書類審査、プレゼンテーション審査（11月9日（木）開催予定）を経て、各受賞者を決定します！「本
ビジネスコンテスト」は、審査員が応募者の事業を成長・成功に導くための方策を一緒に考える「応
援型コンテスト」です。事業に対する専門的アドバイスを率先して行い、ビジネスの確立に向けたお
手伝いをいたします。成功への近道としてぜひご応募ください。※必ずホームページで詳細をご確認ください

創業・新事業を次のステージへ！
「第18回 湘南ビジネスコンテスト」応募者募集！

■応募資格
　藤沢市・茅ヶ崎市・寒川町において拠点を構える（予定含
む）1年以内の創業予定者、創業５年以内の法人や個人、新
事業展開（新分野進出）を予定している、もしくは新事業展開

（新分野進出）後５年以内の法人、個人。
■応募方法

　所定の「エントリーシート」に必要事項をご記入のうえ、事
務局へご提出ください（インターネット申請も可）。ご提出後
に「申請書」をお送りしますので、ご記入のうえ期日までに事
務局宛にご提出ください（「申請書」のご提出をもって、コン
テストへの正式なお申込となります）。

■「エントリーシート」締切日
7月12日（水）17時必着

■応募費用
「エントリーシート」提出は無料です。
「申請書」提出時には、１申請にあたり
2,000円（税込）です。なお、学生は無料です。

●（公財）湘南産業振興財団 ビジネスコンテスト担当
藤沢市藤沢607-1　藤沢商工会館2階
TEL 0466（21）3811　FAX 0466（24）4500
E-mail:conso@cityfujisawa.ne.jp
http://www.s-cns.com/contest

■事業・研究助成金
・ビジネス大賞　　50万円
・なでしこ起業家賞  5万円

■コンテスト説明会・ビジネスプラン作成２日間講座
（参加無料・事前申込制）

①日時：6月28日（水）・7月5日（水）18時～21時予定
②場所：藤沢商工会館５階 503会議室
③内容：コンテスト説明会（約30分）
　　　  ビジネスプラン作成講座
④講師：寺田 博史 氏
　　　  （日本政策金融公庫 南関東創業支援センタ－所長）

・ビジネス準大賞  10万円
・来場者賞　　　　1万円

ロボット体験施設を
ご活用ください！
～モデルハウスでロボット体験～

ハ ウスメーカーやロボット開発メーカーの協力のもと、実際の暮らしに近い環境
で、さまざまな生活支援ロボットが体験できる「ロボット体験施設」をご用意し

ています。団体での見学や視察の受入も随時行っていますので、お気軽にご相談くだ
さい。

●県産業振興課 海老名駐在事務所　TEL 046（236）1578

■会場
厚木住宅公園内「旭化成ヘーベルハウス」
茅ヶ崎住宅公園内「積水ハウス」

■展示ロボット
コミュニケーションロボット／食事支援ロボット／セラピーロボット
リハビリ支援ロボット 等
※ 定休日あり。詳細は県ホームページをご確認ください

検索 さがみ ロボット体験施設

体験できる生活支援ロボットの一例

ホームページはこちらの
QRコードからアクセス！

県からのご案内
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県からのご案内

県 内の中小企業の皆さまの海外販路拡大や海外進出のニーズに応えるため、ア
ジア（シンガポール）および北米（米国・メリーランド州）に海外駐在員を派遣

しています。また、中国ではKIPが遼寧省・大連に設置する大連・神奈川経済貿易事
務所を通じ、皆さまの現地活動の支援、貿易や投資に関する相談、ビジネス情報提
供などを行っています。県内企業の皆さま、お気軽にお問い合わせください。

県内企業の海外ビジネス
展開を支援します！
海外駐在員事務所のご案内

●県企業誘致・国際ビジネス課　TEL 045（210）5565
　　　　　　　　　　　　　　 http://www.pref.kanagawa.jp/div/0612/
　　　　　　　　  KIP国際課　TEL 045(633)5126

平 成29年度新規事業「がんばる中小企業発信事業」の認定企業を募集中です。

事務所名 住所 TEL FAX 担当地域 

東南アジア事務所 
（シンガポール駐在）

16 Raffles Quay,
#38-05 Hong Leong 
Building, Singapore 
048581

+65-6221-8174 +65-6224-1169 アセアン 
インド

北米事務所 
（メリーランド駐在）

16 Francis Street,
Wineland Bldg #321,
Annapolis, MD 21401, 
USA

+1-410-216-7920 +1-410-216-7922 
アメリカ 
カナダ 

メキシコ 

大連・神奈川 
経済貿易事務所

中国大連市中山区勝利広場
18号
大連九州国際大酒店612室 

+86-411-8230-
1906

+86-411-8230-
8296 中国エリア

１　事業の概要
　新サービスの提供や新商品を開発して売上を伸ばした企業など、ビジネスモデ
ルの革新を成功させた企業を公募し、認定要件に適合すれば「神奈川がんばる企
業」として認定します。また、認定企業を、県が積極的に情報発信します。

２　認定要件
（１）神奈川がんばる企業

　独自の工夫等を実施し、その後年率3％の付加価値額および年率1％以上
の経常利益の増加を実現させた中小企業・小規模企業等

（２）神奈川がんばる企業エース
　神奈川がんばる企業の中から、ビジネスモデルの独創性や地域への貢献度
等が特に優れていると認められる中小企業・小規模企業等（年間10社程度）

３　募集期間　6月5日（月）～8月31日（木）　※ 消印有効
　申請方法、申請書類等詳しくは、県ホームページをご覧ください。

神奈川がんばる企業
を募集します
～県が認定し、企業を積極的に
ＰＲします～

●県中小企業支援課　TEL 045（210）5558

検索 がんばる中小企業発信事業
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県からのご案内

○指定を受けるには、以下の要件を満たしていることが必要です。
（１）優良工場等の表彰を受けた工場であること
（２）県内において、原則として３年以上継続して事業を行っている工場であること
（３）財務について、収益性、安全性、生産性に優れ、財務構造が安定していること
（４）環境・公害対策、労働安全等に配慮し、コンプライアンス遵守の経営を行ってい

ること
○指定までの流れと指定期間
　県内市町村や中小企業支援機関からの推薦に基づき、審査委員会において審査
の上、知事が指定します。なお、指定期間は３年ですが、審査委員会において審査の
上、指定を更新することができます。

か ながわ中小企業モデル工場指定制度とは、取引や雇用を通じて地域に貢献
し、かながわの「ものづくり」を支えるとともに、経営環境の変化に即応できる

柔軟な経営体制を持ち、積極的に技術開発を行うなど、他の中小企業の模範と認め
られる工場を、県内中小企業の活性化に向け、知事が指定するものです。

県内の“ものづくり”を
支える工場を指定します！

「かながわ中小企業モデル工場指定制度」

●県中小企業支援課　TEL 045（210）5558

工場名 所在地、電話、ホームページ 主要製品

株式会社中込製作所
横浜市金沢区福浦2-7-21
045（781）1511
http://www.nakagome-ss.co.jp/

オフィス向けスチール家具、店舗向け什
器等

ニイガタ株式会社
横浜市鶴見区駒岡2-12-5
045（580）3181
http://ni-gata.co.jp/

開発全般支援・実験装置および
治具の設計制作

株式会社ヨシクラ
横須賀市平成町2-1
046（821）1530
-

特殊自動車部品、工作機械部品、治工具

○指定状況
　平成29年度は新たに次の3工場が指定され、現在、県内の122工場がモデル工場
に指定されています。指定を受けた工場は、「かながわモデル工場協議会」に加入す
るなど、資質の向上に努めています。

○指定を受けると･･･
　モデル工場に指定されると県知事から指定書および標章が交付されます。これに
より指定工場からは、「従業員のモチベーションが上がった」「取引先や金融機関か
らの評価が上がった」などという感想をいただいています。ぜひ、貴社もモデル工場
を目指しませんか。
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生涯現役の実現に向けた
各種セミナーを開催！
現役時代に、今後迎える高年齢期の
生活設計等を考えてみませんか

○融資対象者　為替等の経済環境の変動による影響などにより、最近３カ月間ま
たは6カ月間の売上高または売上総利益額（粗利益）の合計が、前年同期比で
５％以上減少している中小企業者等

○資金使途　運転資金・設備資金　　○融資限度額　8,000万円
○期間・利率（固定金利） 　 　　　　
　1年超  2年以内：年1.3％以内
　2年超  5年以内：年1.5％以内　
　5年超10年以内：年1.8％以内

県 内で原則１年以上継続して同一事業を営んでいる中小企業者を対象に、事業
に必要な資金の借入れを支援する中小企業制度融資を実施しています。県が

貸付原資の一部を負担し、神奈川県信用保証協会が公的な保証人となることで、銀
行や信用金庫などの金融機関が低利な融資を行います。今回はその中から、為替等
の経済環境の変動による影響などでお困りの方にご利用いただける「為替変動等
経済環境変動対応緊急支援融資」をご紹介します。

為替変動の影響などでお
困りの中小企業者の皆さま
～神奈川県中小企業制度融資を
ご活用ください～

●県金融課　金融相談窓口（借入のご相談） TEL 045（210）5695
　　　　　　融資グループ（制度の内容）     TEL 045（210）5677

検索 神奈川県　制度融資

http://www.pref.kanagawa.jp/cnt/p889971.html

●県雇用対策課 雇用対策グループ 　TEL 045（210）5867
　（神奈川県生涯現役促進協議会事務局）

使 用者団体、労働団体、高年齢者雇用関係団体等で構成される「神奈川県生涯
現役促進協議会」を設立し、県内企業の高年齢者雇用の促進と、高年齢者の

就業を含む社会参加を応援しています。このたび、現役時代から、今後迎える高年齢
期のライフプラン等を考えるための「生涯現役のための職業生活設計セミナー」を
開催します。従業員の方、企業の人事ご担当者もぜひご参加ください。（参加費無料）

プログラム：①ライフプランの考え方と必要性 ②生涯経済プラン
　　　　　 ③健康管理プラン ④再就職のノウハウ
対 象 者：概ね45歳以上のお勤めの方、企業・団体のご担当者、生涯現役に関心

のある方
時 　 　 間：13:00～17:00
日程・会場・申込方法等詳細は、下記ホームページにてご確認ください。

（今年度は県内各地で12回開催します。全て同じ内容ですので、お近くの会場にお申込みください。）

http://www.pref.kanagawa.jp/cnt/f535843/

※ 神奈川県信用保証協会の保証が必要。保証
料率は年0.45％～1.52％(県補助後の料率)

※ お申込みは、取扱金融機関の窓口へ直接お申
込みください

県からのご案内
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県からのご案内

「かながわリサイクル製品」
第８回募集受付中
廃棄物のリサイクル促進のため、
一定の要件を満たしたものを認定

平成29年度職業訓練指導員
試験のご案内（資格試験）
合格者は、申請により「職業訓練
指導員免許」を取得できます

企 業における「働き方改革」を推進するため、ワーク・ライフ・バランストップセミ
ナーを開催します。講師には、仕事と生活の調和のための時間外労働規制に

関する検討会（36協定有識者検討会）の座長を務められた今野 浩一郎 氏をお招き
し、国の働き方改革の動向や、働き方改革の方策についてお話いただきます。ぜひ
ご参加ください。
日　時　７月20日(木)13:30～15:30
会　場　崎陽軒本店6階会議室１・２号室（横浜駅より徒歩3分）
テーマ　「生活の調和がとれた多様な働き方を実現するための方策」
講　師　元学習院大学経済学部経営学科教授 今野 浩一郎 氏
対　象　企業の経営者・管理職等　　　参加費　無料

ワーク・ライフ・バランス
トップセミナーを開催！
残業規制や労働力人口の減少等、
企業の働き方改革は急務です

●県労政福祉課 両立支援グループ　TEL 045（210）5746

リ サイクル製品のうち、一定の要件を満たしたものを、「かながわリサイクル製品」
として認定しています。製造事業者等の皆さまのご応募をお待ちしています。

　http://www.pref.kanagawa.jp/cnt/f7323/

●県資源循環推進課　TEL  045(210)1111（内線4150）

●県産業人材課 技能振興グループ　TEL 045（210）5720

こ の試験は、職業訓練指導員免許を取得するための資格試験です。

受験申請：7月5日（水）～7日（金）　県庁 本庁舎2階 産業労働局会議室
費　　用：3,100円（受験手数料）
試 験 日：9月10日（日）9時20分～
　　　　　県立産業技術短期大学校（横浜市旭区中尾2-4-1）
合格発表：10月18日（水）　県庁 新庁舎2階
　　　　　（希望者は県ホームページで受験番号を掲示）
※ 受験資格や試験免除の規定がありますので、詳しくは、受験案内または県のホー
ムページをご覧ください。受験案内は、県内の県政情報コーナーおよびハローワー
ク等において6月上旬に配布を予定しています

■申請期間　6月1日(木)～30日(金)の土・日を除く8：30～17：15
　(来課の際は、事前に連絡をお願いします。）
　※受付後、書類審査や現地調査等を実施し、認定を決定。発表は10月頃を予定

■申請場所　県資源循環推進課（県庁 新庁舎４階）
■認定されると　製品紹介パンフレット等で県が積極的に広報します。

検索 神奈川　ワーク・ライフ・バランストップセミナー

検索 かながわリサイクル製品認定制度

お申し込みはホームページから

認定マーク
（認定製品には、認定マークを表示
 することができます）
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●（地独）神奈川県立産業技術総合研究所(KISTEC)　
　企画情報連携部　ものづくり技術交流会事務局
　TEL 046(236)1500(代表)

産技総研からのご案内

神奈川県ものづくり技術交流会を開催
11月8日(水)～10日(金) 9：00～17：15（予定）

会　場　(地独)神奈川県立産業技術総合研究所 (海老名市下今泉705-1)

参加費　無料

発表対象者　
　企業、理工系大学、公設試験研究機関等の技術者、研究者、デザイナー・クリエイ
ターなど
　ただし、口頭発表は教職員・博士課程（博士課程後期）以上の方を、ポスター発表
は、修士課程（博士課程前期）以上に在籍している方を対象とさせていただきます。

発表技術分野　
　ロボット関連技術、デジタルものづくり関連技術、デザイン、ライフサイエンス、エ
ネルギー関連技術、機械・材料技術、電子技術、化学技術など

発表内容
　・上記技術分野における研究成果や技術情報など
　・当研究所が行った技術支援による製品化事例など

発表区分
《口頭発表》
　研究成果等を講演形式で発表していただきます。
　発表時間は質疑応答を含み20分を基本とします。

《ポスター発表》
　日替わりでパネルに展示発表します。コアタイムを設けて質疑・応答と交流の場と
します。大学院生の優れた発表に対しては表彰を予定しています。

《工業技術、製品等展示》
　新規性を有する工業製品・試作品およびデザインを活用した商品等を展示発表
します。展示期間は3日間で、ポスター発表と同様、質疑・応答と交流の場とします。
なお、展示数に限りがあるため先着順に受付けます。

発表募集締切　7月下旬予定

応募方法　詳細は、神奈川県立産業技術総合研究所HP
　　　　　https://www.kanagawa-iri.jp よりご確認ください。
　
予稿原稿締切　9月中旬予定

《口頭発表》

《ポスター発表》

《工業技術、製品等展示》
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「中小企業サポートかながわ」はK I Pのホー
ムページにも掲載しています。冊子をご
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公益財団法人 神奈川産業振興センター（KIP）

Kanagawa Industrial Promotion Center

横浜市中区尾上町5-80

神奈川中小企業センタービル

TEL 045（633）5201

FAX 045（633）5194

http://www.kipc.or.jp

編集／発行

イベント
 情報KIP

EVENT information

イベントの詳細・お申し込みは

※予定情報につき、詳細はこちらでご確認ください。
http://www.kipc.or.jp

6月 7月

▶開催日時：6月12日（月） 16：00～17：00
▶講師：松本 典子

プチ創業の進め方

よろず支援拠点：yorozu@kipc.or.jp

▶場所：神奈川中小企業センタービル　▶講師：神奈川県よろず支援拠点のコーディネーター等

ほぼ毎週開講！「よろずの学校」～学び“会う”場づくり。疑問に思ったことはその場で発言→解決！　1名でも開講します　　　　　　　　（各先着10名）

  

よ
ろ
ず
の
学
校

▶開催日時：6月19日（月） 16：00～17：00
▶講師：貝吹 岳郎

小さな会社の採用でやるべき３つのコト

▶開催日時：7月3日（月） 16：00～17：00
▶講師：森 智亮

商談会や展示会を上手に活用するための
ノウハウを教えます！

  

セ
ミ
ナ
ー

よろず支援拠点：yorozu@kipc.or.jp

よろず支援拠点：yorozu＠kipc.or.jp

▶開催日時：6月16日（金） 15：00～17：00
▶場所：神奈川中小企業センタービル
▶講師：特定非営利活動法人グリーンズ 植原 正太郎 氏

「好きを仕事に♡」
グリーンズ流マイクロビジネス（マイ商い）のつくりかた！

  

セ
ミ
ナ
ー

経営支援課：management@kipc.or.jp

▶開催日時：6月23日（金） 19:00～20:40
▶場所：神奈川中小企業センタービル

KIPベンチャー交流会～IT企業編～・施設見学会　（定員30名程度）

  

交
流
会

▶開催日時：6月26日（月） 16：00～17：00
▶講師：高橋 玲子

神奈川の農林水産物の活用 ～農商工連携・6次化事業など

▶開催日時：7月10日（月） 16：00～17：00
▶講師：石塚 勝久

他人の商標権を侵害しないように ～J-PlatPatの使い方の基本

経営支援課：management@kipc.or.jp

▶開催日時：7月8日（土）・22日（土）、8月5日（土）10:00～17:00
▶場所：神奈川中小企業センタービル

第1回新事業成功講座〈全3回〉　　　　　　　　　　（定員30名）

  

セ
ミ
ナ
ー

よろず支援拠点：yorozu＠kipc.or.jp

▶開催日時：7月10日（月）
▶場所：神奈川中小企業センタービル
▶講師：KAST高度計測センター　阿久津 康久 氏 ほか

川崎技術支援部の解析・評価技術の紹介
ートラブル解析から商品開発までー

  

セ
ミ
ナ
ー

経営支援課：management@kipc.or.jp

▶開催日時：7月1日（土）13：00～16：00
▶場所：神奈川中小企業センタービル
▶講師：きびだんご株式会社　代表取締役 松崎 良太氏 ほか

かながわビジネスオーディション2018キックオフセミナー
きびだんご代表が語る！クラウドファンディングの成功方程式

  

セ
ミ
ナ
ー

▶開催日時：7月18日（火） 16：00～17：00
▶講師：島谷 健太郎

『補助金』 ～申請書の作成ポイントから採択後の注意点

▶開催日時：7月27日（木） 16：00～17：00
▶講師：元山 茂樹

事業構想ワークショップ ～参加者全員で新事業を創造する教室

よろず支援拠点：yorozu＠kipc.or.jp

▶開催日時：6月30日（金） 15：00～17：00
▶場所：神奈川中小企業センタービル
▶講師：横須賀商工会議所
　　　　産業・地域活性課兼情報企画課課長　工藤 幸久 氏 ほか

新しいネットショップ出店のカタチ！

  

セ
ミ
ナ
ー

よろず支援拠点：yorozu＠kipc.or.jp

▶開催日時：6月19日（月） 10：00～12：30
▶場所：逗子市役所 
▶特別講師：（株）sun&beach 齋藤 美衣 氏、
　モデレーター：うみのあお そらのあお 岸田 朋子 氏

女性の起業・創業を応援します！
逗子創業セミナー

  

セ
ミ
ナ
ー

国際課：kokusai@kipc.or.jp

▶開催日時：6月28日（水） 13：30～16：30
▶場所：神奈川中小企業センタービル

第2回ベトナム ビジネス勉強会
～EPAを活用したベトナム進出事例紹介と物流事情

  

セ
ミ
ナ
ー

※内容が変更になる場合があります

▶開催日時：7月19日（水） 15：00-17：00
▶場所：神奈川中小企業センタービル 
▶講師：特定非営利活動法人協同労働協会OICHI　理事長　坂佐井 雅一 氏

地元で自立、地元で起業、地元で働く
～みんなの力で、みんなで起業する方法教えます～

（定員30名）


